
二
〇
二
五
年
度

日
本
近
世
文
学
会
春
季
大
会

大
会
プ
ロ
グ
ラ
ム

研
究
発
表
要
旨

期
日
　
六
月
十
四
日
（
土
）・
十
五
日
（
日
）・
十
六
日
（
月
）

　
　
　
会
場
　
立
教
大
学
池
袋
キ
ャ
ン
パ
ス

　
　
　
〒

171

－

8501 

東
京
都
豊
島
区
西
池
袋
三
―
三
四
―
一



日
本
近
世
文
学
会
春
季
大
会
の
ご
案
内

会
員
の
皆
様
に
は
ま
す
ま
す
ご
清
栄
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

二
〇
二
五
年
度
春
季
大
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
の
で
、
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

左
記
の
案
内
を
ご
確
認
い
た
だ
き
、
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
記

◆
参
加
の
手
続
き

　
・
参
加
の
申
し
込
み
と
参
加
費
・
懇
親
会
費
の
支
払
い
は
、Peatix

ま
た
は
郵
便
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
　【Peatix

で
の
申
し
込
み
・
支
払
い
】

　
　
　
　U

R
L

ま
た
はQ

R

コ
ー
ド
か
ら
ア
ク
セ
ス
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　U

R
L

　https://2025-spring.peatix.com
 

　
　【
郵
便
振
替
で
の
申
し
込
み
・
支
払
い
】

　
　
　
　
郵
便
局
備
え
付
け
の
振
替
用
紙
に
金
額
の
内
訳
を
明
記
し
て
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
振
替
番
号
・
加
入
者
名
　
　
〇
〇
一
六
〇
―
一
―
一
〇
二
八
一
三
　
　
日
本
近
世
文
学
会

　
・
参
加
費
は
一
五
〇
〇
円
、
懇
親
会
費
は
一
般
七
〇
〇
〇
円
（
大
学
院
生
・
学
部
生
三
〇
〇
〇
円
）
で
す
。

　
・
申
し
込
み
と
支
払
い
の
締
切
は
五
月
二
十
三
日
で
す
。Peatix

で
の
申
し
込
み
は
同
日
十
三
時
締
切
で
す
。

◆
領
収
書
・
出
張
依
頼
状

　
・
学
会
印
の
入
っ
た
領
収
書
が
必
要
な
方
は
、
学
会
事
務
局
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。Peatix
を
ご
利
用
の
場
合
、
シ
ス
テ
ム
上
で
領
収
書
の
発
行
が
可
能
で
す
。

　
・
出
張
依
頼
状
が
必
要
な
方
は
、
氏
名
・
職
名
・
提
出
先
・
出
張
期
間
を
明
記
し
、
学
会
事
務
局
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。



◆
大
会
当
日
に
つ
い
て

　
・
対
面
形
式
で
開
催
し
ま
す
。
オ
ン
ラ
イ
ン
中
継
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
・
会
場
受
付
で
資
料
集
を
お
渡
し
し
ま
す
。
不
参
加
の
方
へ
の
資
料
集
の
郵
送
は
い
た
し
ま
せ
ん
。

　
・
会
場
受
付
で
託
児
料
金
補
助
申
請
書
を
配
付
し
ま
す
。
必
要
な
方
は
お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

　
・
大
会
二
日
目
の
昼
食
の
用
意
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
・
大
会
三
日
目
の
文
学
実
地
踏
査
は
、
会
場
に
て
資
料
を
配
付
し
ま
す
の
で
、
各
自
・
各
グ
ル
ー
プ
で
お
回
り
く
だ
さ
い
。

日
本
近
世
文
学
会
春
季
大
会
会
場
校
代
表
　
　
　
　
水
　
谷
　
隆
　
之
（
立
教
大
学
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
　t-m

iz@
rikkyo.ac.jp

日
本
近
世
文
学
会
春
季
大
会
実
行
組
織
　
　
　
　
　
稲
　
葉
　
有
　
祐
（
和
光
大
学
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
　
松
　
亮
　
太
（
東
洋
大
学
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
丹
　
羽
　
み
さ
と
（
武
蔵
大
学
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
光
　
延
　
真
　
哉
（
東
京
女
子
大
学
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
　
丸
　
雄
　
哉
（
二
松
学
舎
大
学
）

日
本
近
世
文
学
会
事
務
局
代
表
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
　
藤
　
至
　
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〒

113
―

0033
　
東
京
都
文
京
区
本
郷
七
―
三
―
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
東
京
大
学
文
学
部
国
文
学
研
究
室
内

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
　info@

kinseibungakukai.com



大
会
プ
ロ
グ
ラ
ム

【
会
場
】
立
教
大
学
池
袋
キ
ャ
ン
パ
ス

【
行
事
】

　
第
一
日
　
六
月
十
四
日
（
土
）

　
委
　
員
　
会
　（
一
二
・
〇
〇
〜
一
四
・
〇
〇
）

　
委
員
会
会
場
　
十
号
館
一
階
一
〇
三
教
室

　
大
会
受
付
　（
一
三
・
三
〇
）

　
開
　
　
　
会
　（
一
四
・
二
〇
）

　
講
　
　
　
演
　（
一
四
・
三
〇
〜
一
五
・
三
〇
）

　
講
演
会
場
　
九
号
館
二
階
大
教
室

　
　
　
三
遊
亭
円
朝
没
後
百
二
十
五
年
に
よ
せ
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

 

東
京
大
学
名
誉
教
授
　
　
　
　
　
延
　
広
　
真
　
治

　
日
本
近
世
文
学
会
賞
授
賞
式
・
総
会
（
一
六
・
〇
〇
〜
一
七
・
三
〇
）

　
懇
　
親
　
会
　（
一
八
・
〇
〇
〜
二
〇
・
〇
〇
）

　
懇
親
会
会
場
　
第
一
食
堂



　
第
二
日
　
六
月
十
五
日
（
日
）

　
大
　
会
　
受
　
付
　（
一
〇
・
〇
〇
）

　
研
究
発
表
会
　（
一
〇
・
三
〇
〜
一
一
・
五
〇
）

　
研
究
発
表
会
会
場
　
九
号
館
二
階
大
教
室

　
　
　
１
　
井
上
通
女
の
紀
行
文
『
東
海
紀
行
』
の
問
題
点
と
刊
行
の
経
緯 
 

京
都
産
業
大
学
　
　
　
　
　
　
　
雲
　
岡
　
　
　
梓

　
　
　
２
　
広
瀬
淡
窓
の
長
篇
古
詩
「
醉
後
戲
題
」
に
つ
い
て  

 
 

早
稲
田
大
学
　
　
　
　
　
　
　
　
池
　
澤
　
一
　
郎

　
昼
　
　
休
　
　
み
　（
一
一
・
五
〇
〜
一
三
・
三
〇
）

　
編
集
委
員
会
会
場
　
七
号
館
二
階
七
二
〇
一
教
室

　
研
究
発
表
会
　（
一
三
・
三
〇
〜
一
五
・
四
〇
）

　
研
究
発
表
会
会
場
　
九
号
館
二
階
大
教
室

　
　
　
３
　
元
禄
一
一
年
の
出
版
禁
令
と
『
弁
惑
指
南
』
論
争  

 
 

大
阪
大
谷
大
学
　
　
　
　
　
　
　
木
　
村
　
迪
　
子

　
　
　
４
　
読
本
『
南
朝
外
史
武
勇
伝
』
の
素
材
と
創
作
手
法  

 
 

昭
和
女
子
大
学
　
　
　
　
　
　
　
荻
　
原
　
大
　
地

　
　
　
５
　
四
世
鶴
屋
南
北
作
歌
舞
伎
『
桜

さ
く
ら

姫ひ
め

東あ
づ
ま
ぶ
ん
し
や
う

文
章
』
の
江
島
児
ヶ
淵
伝
説 

 

国
文
学
研
究
資
料
館
名
誉
教
授
　
高
　
橋
　
則
　
子

　
閉
　
　
　
　
会
　（
一
六
・
〇
〇
）

第
三
日
　
六
月
十
六
日
（
月
）

文
学
実
地
踏
査
　
　
会
場
に
て
資
料
を
配
付
し
ま
す
。



研
究
発
表
要
旨

井
上
通
女
の
紀
行
文
『
東
海
紀
行
』
の
問
題
点
と
刊
行
の

経
緯

京
都
産
業
大
学
　
雲
　
岡
　
　
　
梓

井
上
通
女
は
丸
亀
か
ら
江
戸
に
向
か
う
際
の
紀
行
文
『
東
海
紀
行
』
と

帰
る
際
の
紀
行
文
『
帰
家
日
記
』
の
作
者
と
し
て
知
ら
れ
る
。
特
に
『
東

海
紀
行
』
は
、
通
行
手
形
の
不
備
で
新
居
関
所
の
通
過
を
許
さ
れ
ず
、
手

形
の
再
発
行
に
至
っ
た
経
緯
の
記
述
が
関
所
研
究
・
交
通
史
研
究
・
女
性

史
研
究
の
観
点
か
ら
注
目
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
体
系
的
な
通
女
研
究
は

行
わ
れ
て
お
ら
ず
、『
東
海
紀
行
』
に
も
問
題
点
・
不
明
点
が
多
い
。

正
徳
五
年
、
通
女
は
貝
原
益
軒
の
紹
介
で
京
の
書
肆
柳
枝
軒
を
版
元
と

し
て
『
帰
家
日
記
』
を
刊
行
し
、
好
評
を
得
た
。
そ
の
二
年
後
、
荷
田
春

満
門
下
の
学
者
、
山
名
政
胤
が
通
女
と
柳
枝
軒
に
断
り
な
く
、
流
布
本
を

用
い
て
書
肆
山
形
屋
善
兵
衛
の
も
と
か
ら
『
東
海
紀
行
』
の
刊
行
を
計
画

し
た
。
板
木
作
成
の
段
階
で
柳
枝
軒
は
版
権
を
主
張
し
、『
東
海
紀
行
』

は
山
形
屋
善
兵
衛
と
柳
枝
軒
の
相
板
と
し
て
刊
行
に
至
っ
た
。
そ
の
経
緯

は
通
女
の
歌
文
集
『
秋
の
と
も
し
火
』
や
、
現
存
す
る
『
東
海
紀
行
』
板

木
の
入
木
痕
か
ら
知
ら
れ
る
。

そ
う
し
て
で
き
た
版
本
『
東
海
紀
行
』
に
は
、
文
章
・
日
付
の
脱
落
や
、

江
戸
に
向
か
っ
た
際
の
通
女
の
年
齢
の
誤
記
が
あ
り
、
そ
の
誤
り
は
関
所

研
究
・
交
通
史
研
究
の
分
野
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。
家
族
に
見
せ

る
た
め
に
書
か
れ
た
『
東
海
紀
行
』
と
、
広
く
公
開
す
る
こ
と
を
前
提
に

書
か
れ
た
『
帰
家
日
記
』
と
い
う
性
質
の
違
う
二
作
を
前
後
篇
と
す
る
版

本
が
提
示
し
た
見
解
も
、
現
代
に
引
き
継
が
れ
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
通
女
の
体
系
的
な
研
究
の
第
一
歩
と
し
て
、『
東
海

紀
行
』
刊
行
の
経
緯
と
刊
行
後
の
影
響
を
整
理
す
る
。

広
瀬
淡
窓
の
長
篇
古
詩
「
醉
後
戲
題
」
に
つ
い
て
　

早
稲
田
大
学
　
池
　
澤
　
一
　
郎

日
田
の
漢
詩
人
広
瀬
淡
窓
が
、
文
政
十
年
丁
亥
秋
に
詠
じ
た
「
醉
後
戲

題
」
は
、
全
三
十
二
句
か
ら
成
る
長
篇
の
七
言
古
詩
で
あ
る
。
淡
窓
の
随

筆
『
懐
舊
樓
筆
記
』
巻
三
十
で
は
「
十
八
才
子
ノ
詩
」
と
呼
ば
れ
、
淡
窓

の
経
営
す
る
咸
宜
園
の
門
弟
十
八
名
の
月
旦
を
詩
で
詠
じ
た
も
の
だ
。

本
発
表
で
は
、
本
詩
が
『
古
詩
韻
範
』（
文
化
九
年
刊
）
に
説
明
さ
れ

る
古
詩
の
換
韻
方
法
を
遵
守
し
つ
つ
、
極
め
て
緻
密
な
論
理
的
構
造
を
備

え
て
お
り
、
酒
の
飲
め
な
い
淡
窓
が
「
醉
後
」
に
「
戯
」
れ
に
作
れ
る
作

品
で
な
い
こ
と
を
論
じ
る
。
そ
の
上
で
、
何
故
に
淡
窓
は
そ
の
よ
う
な
韜

晦
を
し
た
か
を
考
え
る
。『
懐
舊
樓
筆
記
』に
散
在
す
る
弟
子
達
の
論
評
は
、

一
人
で
四
句
、
一
人
で
三
句
、
二
句
で
二
人
、
一
句
で
一
人
、
一
句
で
二

人
と
、そ
の
人
の
優
秀
さ
と
淡
窓
と
の
親
疎
に
応
じ
て
長
短
種
々
で
あ
り
、

評
語
も
一
字
か
ら
二
十
八
字
ま
で
多
様
整
然
と
し
て
い
る
。



展
し
た
こ
と
は
従
来
注
目
さ
れ
ず
、『
弁
惑
指
南
』論
争
を
扱
う
宗
学
で
も
、

『
弁
々
惑
指
南
』
が
元
禄
一
一
年
の
出
版
禁
令
に
関
与
し
た
こ
と
に
着
目

す
る
論
考
は
認
め
が
た
い
。

本
発
表
で
は
、
今
一
度
、『
弁
惑
指
南
』
論
争
と
元
禄
一
一
年
の
出
版

禁
令
の
周
辺
調
査
を
行
い
、
同
列
に
並
べ
て
こ
れ
ら
を
再
検
討
す
る
。
現

在
『
弁
惑
指
南
』
論
争
と
さ
れ
る
も
の
の
大
半
が
実
際
に
は
訴
訟
直
後
の

元
禄
一
二
年
以
降
に
開
始
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
中
で
も
元
禄
一
二
年
六
月

板
行
の
『
弁
々
惑
通
衡
』
は
敗
訴
し
た
小
嶋
勘
右
衛
門
に
よ
る
出
版
で
あ

る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
大
坂
の
書
肆
ら
の
影
響
力
を
強
く
受
け
て
『
弁

惑
指
南
』
論
争
が
行
わ
れ
た
可
能
性
を
指
摘
す
る
。

読
本
『
南
朝
外
史
武
勇
伝
』
の
素
材
と
創
作
手
法

昭
和
女
子
大
学
　
荻
　
原
　
大
　
地

か
つ
て
、横
山
邦
治
氏
は
読
本
『
南
朝
外
史
武
勇
伝
』（
楳
亭
主
人
編
述
、

安
政
四
年
〜
文
久
年
間
に
刊
行
）
の
素
材
と
し
て
、実
録
『
慶
安
太
平
記
』

の
存
在
を
挙
げ
た
。
し
か
し
、
両
作
品
を
読
み
比
べ
て
み
る
と
、
登
場
人

物
の
名
前
や
物
語
展
開
な
ど
に
不
一
致
が
見
ら
れ
、『
慶
安
太
平
記
』
だ

け
が
作
品
の
素
材
で
あ
る
と
は
考
え
に
く
い
。

本
発
表
で
は
、『
南
朝
外
史
武
勇
伝
』
の
素
材
と
し
て
、
新
た
に
由
井

正
雪
物
実
録
『
望
遠
雑
録
』
の
存
在
を
指
摘
し
、本
作
が
『
慶
安
太
平
記
』

と
『
望
遠
雑
録
』
を
取
り
合
わ
せ
、
そ
こ
に
登
場
人
物
の
前
歴
に
関
わ
る

就
中
注
目
さ
れ
る
の
が
、
最
長
の
四
句
を
費
や
す
石
門
德
令
で
あ
る
。

德
令
は
僧
門
の
出
身
で
あ
る
が
、
在
塾
中
は
、
仏
教
を
放
棄
し
て
、
儒
教

を
遵
奉
し
、
実
父
の
命
を
奉
じ
て
淡
窓
を
父
の
ご
と
く
敬
い
、
淡
窓
重
篤

の
折
に
は
食
を
絶
っ
て
身
代
わ
り
に
な
ろ
う
と
す
る
異
色
の
弟
子
で
、
淡

窓
か
ら
疎
ま
れ
る
と
天
を
仰
い
で
出
奔
す
る
程
だ
が
、
淡
窓
は
別
の
門
弟

の
言
を
借
り
て
、
德
令
を
弟
子
中
の
最
高
位
に
据
え
た
。
真
面
目
過
ぎ
る

弟
子
が
却
っ
て
師
匠
か
ら
疎
ま
れ
る
複
雑
な
心
理
が
緊
密
な
構
成
の
中
に

盛
り
込
ま
れ
た
、
人
間
観
、
教
育
観
の
呈
示
さ
れ
る
詩
歌
な
の
で
あ
る
。

元
禄
一
一
年
の
出
版
禁
令
と
『
弁
惑
指
南
』
論
争

大
阪
大
谷
大
学
　
木
　
村
　
迪
　
子

元
禄
一
一
年
（
一
六
九
八
）
一
〇
月
、
大
坂
の
池
田
屋
三
郎
右
衛
門
方

の
『
弁
々
惑
指
南
』
を
小
嶋
勘
右
衛
門
ら
三
書
肆
が
重
板
し
た
と
し
て
、

池
田
屋
が
大
坂
町
奉
行
所
に
訴
え
る
一
件
が
起
こ
っ
た
。
翌
月
、
奉
行
所

は
大
坂
の
全
書
肆
を
集
め
て
重
板
類
板
の
禁
止
を
言
い
渡
す
。
日
本
出
版

史
上
は
じ
め
て
公
に
板
権
が
認
め
ら
れ
た
と
言
わ
れ
る
一
件
で
あ
る
。

し
か
し
、
渦
中
の
一
書
『
弁
々
惑
指
南
』
が
、
真
言
律
の
浄
厳
が
著
し

た
『
弁
惑
指
南
』
の
反
論
書
と
し
て
、
曹
洞
宗
僧
の
玄
光
に
よ
っ
て
著
さ

れ
た
仏
書
で
あ
る
こ
と
や
、『
弁
々
惑
指
南
』
板
行
後
、
浄
厳
の
弟
子
で

あ
る
肥
前
の
普
寧
が
『
群
疑
評
釈
集
』
を
出
版
し
て
反
論
し
た
の
を
皮
切

り
に
、
以
後
両
陣
営
か
ら
多
く
の
反
論
書
が
出
版
さ
れ
、
一
大
宗
論
に
発



の
贖
罪
と
し
て
、
清
玄(

自
久)

は
堕
落
を
甘
受
す
る
。
こ
の
「
心
中
に

後
れ
を
と
っ
た
僧
」
の
話
は
、
万
治
二
年
刊
古
版
地
誌
『
鎌
倉
物
語
』
や

貞
享
二
年
刊
『
新
編
鎌
倉
志
』
等
に
載
る
児
ヶ
淵
伝
説
に
は
記
さ
れ
な
い
。

明
和
・
安
永
期
刊
と
思
わ
れ
る
黒
本
・
青
本
『[

江
島
児
淵]

』
は
児
ヶ

淵
伝
説
を
一
素
材
と
し
、
稚
児
が
叶
わ
ぬ
恋
に
悩
み
将
来
を
悲
観
し
て
投

身
自
殺
す
る
箇
所
が
あ
る
。
そ
れ
を
憐
れ
ん
だ
僧
が
詠
ん
だ
狂
歌
「
も
ろ

と
も
に
身
を
投
げ
ん
と
は
思
へ
ど
も
向
か
ふ
の
岩
で
頭
危
な
し
」
は
、
立

羽
不
角
の
俳
諧
紀
行
『
紀
行
笠
の
蝿
』(

元
禄
一
四
年
刊)

に
、
江
島
の

旅
籠
関
係
者
が
、
観
光
案
内
で
詠
ん
だ
狂
歌
と
し
て
載
る
と
既
に
指
摘
さ

れ
て
い
る
。
そ
の
狂
歌
が
『
桜
姫
東
文
章
』
の
「
心
中
に
後
れ
た
自
久
」

の
創
造
に
影
響
を
与
え
た
可
能
性
が
あ
る
。
こ
の
狂
歌
は
他
の
南
北
作
歌

舞
伎
で
あ
る
文
政
三
年
一
月
上
演『
梅
暦
曙
曽
我
』、同
九
年
八
月
上
演『
曽

我
中
村
穐あ
き
の

取
込
』
の
児
ヶ
淵
の
場
で
も
引
用
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
案
内
人
の
狂
歌
利
用
の
背
景
に
は
、
当
時
の
江
戸
一
般
庶
民
の
間

で
の
江
島
弁
財
天
開
帳
へ
の
参
詣
流
行
と
、
南
北
劇
が
世
相
風
俗
を
反
映

さ
せ
る
傾
向
が
強
い
こ
と
が
関
係
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

 

物
語
を
新
た
に
増
補
し
た
作
品
で
あ
る
と
示
す
。

そ
の
上
で
、『
南
朝
外
史
武
勇
伝
』
の
内
容
の
多
く
は
新
た
に
増
補
さ

れ
た
物
語
で
占
め
ら
れ
る
こ
と
、
そ
の
内
容
は
い
ず
れ
も
正
雪
の
も
と
に

集
う
登
場
人
物
の
前
歴
を
語
る
内
容
で
あ
る
こ
と
、
作
品
全
体
に
因
果
応

報
、
勧
善
懲
悪
、
読
本
的
枠
組
み
と
い
っ
た
読
本
ら
し
さ
が
希
薄
で
あ
る

こ
と
を
指
摘
し
、『
南
朝
外
史
武
勇
伝
』は「
実
録
種
読
本
」と
い
う
よ
り
も
、

む
し
ろ
「
読
本
風
実
録
」
と
呼
ぶ
に
ふ
さ
わ
し
い
特
質
を
持
つ
作
品
で
あ

る
と
明
ら
か
に
す
る
。

こ
の
「
読
本
風
実
録
」
と
い
う
位
置
づ
け
に
よ
っ
て
、『
南
朝
外
史
武

勇
伝
』
は
「
実
録
種
読
本
」
と
は
異
な
っ
た
実
録
と
読
本
の
相
互
関
係
を

示
す
作
品
と
評
価
で
き
る
と
考
え
る
。

四
世
鶴
屋
南
北
作
歌
舞
伎
『
桜
さ
く
ら

姫ひ
め

東あ
づ
ま

文ぶ
ん

章し
や
う』

の
江
島
児
ヶ

淵
伝
説

国
文
学
研
究
資
料
館
名
誉
教
授
　
高
　
橋
　
則
　
子

文
化
一
四
年
三
月
、
江
戸
・
河
原
崎
座
上
演
歌
舞
伎
『
桜
姫
東
文
章
』

は
清
玄
桜
姫
物
で
は
あ
る
が
、
当
時
江
戸
で
起
き
た
複
数
事
件
か
ら
の
取

材
が
先
行
研
究
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
本
発
表
で
は
発
端
「
江
の
島
児
ヶ

淵
の
場
」
で
、
衆
道
関
係
に
あ
る
所
化
自
久
と
稚
児
白
菊
丸
と
が
心
中
し

よ
う
と
し
、身
を
投
げ
た
白
菊
丸
に
後
れ
て
自
久
は
生
き
延
び
る
話
へ
と
、

児
ヶ
淵
伝
説
を
改
変
す
る
点
に
注
目
す
る
。
白
菊
丸
が
転
生
し
た
桜
姫
へ










